
陸
軍
は
、
明
治
三
十
七
・
三
十
八
年
、
満
州
に
お
い
て
、
当
時
ヨ

ー
ロ
ッ
。
〈
で
陸
軍
大
国
と
い
わ
れ
て
い
た
露
西
亜
軍
と
戦
い
、
想
像

を
絶
す
る
激
戦
を
展
開
し
た
。

戦
後
そ
の
体
験
を
生
か
す
た
め
、
軍
は
全
軍
に
命
じ
、
戦
闘
部
隊

ば
か
り
で
な
く
、
後
方
の
兵
姑
諸
機
関
に
い
た
る
迄
幅
広
く
軍
の
改

善
に
関
す
る
意
見
を
提
出
さ
せ
た
。

こ
の
う
ち
衛
生
に
関
す
る
意
見
は
、
「
明
治
三
十
七
、
八
年
戦
役

ノ
実
験
二
基
ク
意
見
集
、
衛
生
」
と
し
て
と
り
ま
と
め
ら
れ
て
い

デ
（
》
◎

こ
れ
ら
の
膨
大
な
意
見
や
軍
諸
学
校
の
研
究
等
も
ふ
ま
え
て
、
陸

軍
は
戦
後
大
幅
な
戦
時
編
制
の
改
正
作
業
を
行
い
、
大
正
二
年
八

月
、
新
し
い
「
陸
軍
戦
時
編
制
」
を
制
定
し
て
い
る
。

こ
の
時
制
定
さ
れ
た
戦
時
編
制
の
中
に
は
、
そ
の
後
の
戦
場
の
様

第
一
次
大
戦
前
後
に
お
け
る

野
戦
病
院

黒
澤
嘉
幸

相
の
変
革
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
き
な
改
正
も
な
く
大
東
亜
戦
争
勃

発
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
が
多
い
。

そ
れ
程
に
日
露
戦
争
の
戦
訓
は
、
軍
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
残
念
な
こ
と
に
大
正
二
年
制
定
さ
れ
た
戦
時
編

制
書
は
、
現
在
存
在
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
今
回
は
大
正
二
年
制
定
の
戦
時
編
制
害
の
う
ち
、
野

戦
病
院
の
編
制
に
つ
い
て
、
若
干
の
資
料
に
基
づ
き
復
原
を
試
皐
た

の
で
報
告
す
る
。

一
、
陸
軍
衛
生
部
は
明
治
三
十
七
、
八
年
戦
役
の
実
験
に
基
づ
く

意
見
と
し
て
、
従
来
、
師
団
に
は
戦
時
、
六
個
の
野
戦
病
院
が
編
成

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
を
、
一
個
師
団
に
四
個
の
野
戦
病
院

と
す
る
案
を
提
案
し
た
。

二
、
陸
軍
衛
生
部
は
明
治
三
十
七
、
八
年
戦
役
の
戦
傷
統
計
を
分

析
し
、
一
会
戦
に
発
生
す
る
傷
者
の
う
ち
、
一
個
師
団
の
野
戦
病
院

収
容
傷
者
数
を
二
千
四
百
名
と
見
積
っ
た
。

た
だ
し
、
会
戦
中
も
一
部
傷
者
は
師
団
後
方
に
後
送
さ
れ
る
の

で
、
一
会
戦
中
師
団
内
野
戦
病
院
で
収
容
を
必
要
と
す
る
病
床
は
二

千
ベ
ッ
ド
と
算
定
し
た
。
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三
、
軍
医
学
校
の
野
戦
衛
生
勤
務
教
育
に
用
い
ら
れ
た
野
戦
衛
生

勤
務
講
授
録
は
、
軍
医
一
名
あ
た
り
の
戦
傷
者
処
置
能
力
を
五
十
名

と
記
述
し
て
い
る
。

四
、
大
正
七
年
、
第
十
二
師
団
は
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
命
ぜ
ら
れ

た
。
師
団
は
出
兵
に
先
立
ち
、
戦
時
編
制
に
基
づ
き
編
成
を
行
っ
て

い
る
。こ
の
時
編
成
さ
れ
た
第
一
、
第
二
野
戦
病
院
の
軍
医
及
び
薬
剤
官

の
数
は
両
院
共
軍
医
十
名
、
薬
剤
官
二
名
で
あ
っ
た
。

五
、
大
正
十
一
年
改
正
さ
れ
た
戦
時
編
制
の
改
正
理
由
書
に
は
、

第
四
野
戦
病
院
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
設
備
を
保
有
さ
せ
た
た
め
の
人
員
増

以
外
に
は
、
野
戦
病
院
の
編
制
改
正
に
つ
い
て
何
等
触
れ
て
い
な

い
。

以
上
の
資
料
に
よ
り
検
討
を
行
っ
た
。

（
防
衛
医
科
大
学
校
病
院
）

昨
年
に
つ
づ
き
今
回
は
、
主
と
し
て
日
本
医
療
団
（
以
下
・
医
療

団
と
略
す
）
の
戦
時
中
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

医
療
団
設
立
の
趣
旨
は
、
国
民
体
力
の
向
上
に
関
す
る
国
策
に
即

応
し
、
医
療
の
普
及
向
上
を
図
る
、
と
い
う
も
の
で
、
当
時
、
亡
国

病
と
い
わ
れ
た
結
核
の
早
期
撲
滅
と
無
医
地
域
の
解
消
を
具
体
的
な

目
標
と
し
た
。
そ
の
事
業
内
容
及
び
計
画
の
大
要
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
。

一
特
別
体
系

こ
れ
は
結
核
対
策
で
、
全
国
の
公
共
立
結
核
療
養
所
（
約
二
万

床
）
の
統
合
と
、
三
年
間
で
十
万
の
結
核
病
床
を
建
設
す
る
計
画
を

た
て
、
各
道
府
県
に
そ
の
結
核
死
亡
数
に
応
じ
て
建
設
数
を
割
当
て

た
。

日
本
医
療
団
（
第
二
報
）

ｌ
戦
中
・
戦
後
の
活
動
と

一
般
体
系
の
モ
デ
ル
ヶ
ー
ス
・
新
潟
県
Ｉ

佐
久
間
温
已
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